





Inorganic polyphosphate protects against lipopolysaccharide-induced 

























【結果】LPS  (50 mg/kg)単独群における投与 7 日後までの致死率は 80%
だったのに対して、polyP150 (100 µmol/kg)を 1 時間前に前投与した群は
27%に、1 時間後に後処置した群は 31%に低下した。また LPS 投与 16 時間




制しなかった。これらの in vivo の結果と一致して、腹腔マクロファージ
を用いて polyP150 の効果を検討したところ polyP150 (10 µM)前処置により
TNFα (1 ng/mL)に応答した走化性およびアクチン分極が抑制された。ま
た polyP150前処置により、ＴＮＦαカスケードの２つの下流シグナル伝達




これらの知見は、polyP150が TNFα-JNK / p38 経路を調節することによっ
てマクロファージの臓器への動員を阻害し、LPS によって引き起こされる
多臓器機能不全および致死性から保護することを示唆している。我々の調
査結果は、polyP が敗血症治療のための新しいのターゲットであることを
明らかにした。 
 
